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驚 験 の 方 法
資験期間 昭和 14年 10月22日乃至昭和 15年 3日19日､計 1割)L=I聞LJ
供試尾轟 rコイガ｣Tin帥labiselielaHulnPSOn,の劫艶 齢期は不明怒れども,租常成長





供 訊 布 仁唖を旭｢を て 1)二ノ_僅 便 宜上略 粁5セ ンチメ トー トル角に朝･｡て用払れ
飼 育 容舘 上り,IJ･>ヤ･1-I-J丙種 7･ヒンチメ-トル､開 き:トヒン′ナ ノく･-1､,I,Jのもの歓使用し
たr二､
飼 育 吏 京大農塾部鹿曲堺研究墓円暖頬ty)設備なき､略ぼ暗盤に等Lい基盤宥:施し無蓋を
位用したL,
泥 要 憩 臥 一週開巻E=]記温暖計にて記錬｡
供試布 1枚と､供訳勃曲 1-匹を､ 各 1偶の容器に入れ. 同様d)もの'25個を連 日.毎 日午前
9時より正午迄の悶rL, 劫晶の触寄状況を観察の上記鋒し､師事されたる供訳布は5円日毎に
el
取襖へると共に. 其際之等 <15匹の幼鈍が､ 5日間に蝕撃した両横射刈宜しで､ 其合計を記録
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此饗験でrコイカしけ)幼盛が活動即ち敗軍を明らかに停止 Lfc期日は､昭和 14年 12月20日
町 だ翼車娘審議雄舶冶したの軌 昭利 15年 2月28日頃からであるが､此期間中に於て､昭和 14




触啓を開歩合計ることは､･如 印こ劫抽叫 fI捕旺渦度が碩亜即 封係にあるかと云ふこと捌 l僧 に物
語って居る｡､記録表にはHTの平均湿度教示1/亡酎 漆 が.幼商が蝕督するか秦か私 基日の
放低粗度に左右せられることが.極めて馨るしいや引仁者察せられる｡此驚晩期闇を通じての
液低線度は,昭和 15年 lT=127日頃の軸比5鹿であったU
而して､春季に於ける蝕審両横は.秋季に於けるが如 く大ならすと雄も､其滑長が渦度の高
低L/C左右せられて居る事寛政､記録と曲線で明らかに考察することがH摩 る(,
JjLとの驚験経基によれば, 1日の最低温度が抽氏の5姥以下になる痩せは､｢七 イガJの柏常
成長せる幼曲では､鯉尊宅銅段階tJ､之以下に倒 1一ば蝕賓は停止する､.和して,例-冬季と雑 も
之以上に渦度が上昇すれば､ただちに蝕磐石雄日始する｡此奉賛は此闇幼蝕の執寄防止上賞嬰放
る一一資料 と侶するし ｢終り｣
